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RiskFinder 12 提供開始（Android OS12 対応版） 

〜 １2 月 13 日リリース 〜 

 

 タオソフトウェア株式会社(東京都中央区、代表取締役：谷口 岳、以下 タオソフトウェア)は、2021 年

12 月 13 日、Android アプリの脆弱性診断ウェブサービス「RiskFinder（リスクファインダー）」の新版と

なる「RiskFinder 12（Android OS12 対応版）をリリースしました。 

 今回リリースした「RiskFinder 12 Android OS12 対応版」は、Android の最新 OS である、Android 12

に対応したものとなります。 

 

【「RiskFinder」について】 

 「RiskFinder」は、Android アプリの脆弱性(セキュリティホール)を診断する Web サービスです。ブラ

ウザを経由してアプリケーションファイル(.apk、abb ファイル)を「RiskFinder」サーバへアップロードす

るだけで、すぐに診断結果を得ることができます。「RiskFinder」は 2013 年 4 月のサービス開始以来、通

信会社やアプリ開発会社、アプリ検証サービス会社、金融会社など、多方面で利用されています。 

 

 

【RiskFinder 12 Android OS12 版】 

 

数年に渡り、AndroidOS は、セキュリティはもちろんの事、プライバシー保護に関する機能変更

をおこない、安全な OS となってきました。このため、Android OS12 では、大きなセキュリティ

の変更はなく細かな物が中心となっています。 

開発者が影響を受ける変更としては、ACCESS_FINE_LOCATION パーミッションを利用宣言する

場合は、ACCESS_COARSE_LOCATION も利用宣言をする必要がある点、Bluetooth パーミッシ

ョンの整備に伴う変更、Chrome ブラウザの変更と同期した WebView の SameSite クッキーの仕

様変更、コンポーネントの export 属性の必須化、高レートでのセンサー情報の取得にパーミッシ

ョン情報が必要等上げられますが、他にも細かい変更が存在します。 

 

セキュリティ関連の大きな機能変更がなくなり、開発者が新 OS に対応するコストは減少しました

が、大きな変更がないだけに、細かい変更点を見落さないよう注意してください。 

 

「RiskFinder 12」は、上記の変更や指針に関する事項をチェックし、問題個所を指摘し、改善案

を提供致します。 

 

 

【リスクファインダーについて】 

社名 ： タオソフトウェア株式会社 

代表 ： 代表取締役 谷口 岳 

所在地： 東京都中央区新川 2-3-1 セントラルスクエア８F 

URL  ： https://www.taosoftware.co.jp/services/riskfinder 


